
こ
ん
に
ち
は
、会
長
で
す

URL

　
例
年
よ
り
早
く
梅
雨
が
明

け
、
連
日
の
酷
暑
の
中
で
の

税
務
調
査
に
対
応
す
る
こ
と

と
な
り
、
体
力
勝
負
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
は
、
都
議
会
議
員

選
挙
と
参
議

院
議
員
通
常

選
挙
と
い
う

二
つ
の
大
き
な
選
挙
戦
を
戦

っ
て
参
り
ま
し
た
。
わ
け
て

も
参
議
院
選
挙
は
、
わ
が
税

理
士
業
界
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
悲
願
で
あ

る
税
理
士
法
改
正
を
達
成
す

る
た
め
、
制
度
の
ゆ
が
み
で

あ
る
、
法
３
条
１
項
４
号
問

題
に
理
解
を
示
し
て
い
た
だ

い
た
推
薦
候
補
者
を
何
と
し

て
も
永
田
町
へ
送
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で

す
。

　
選
挙
の
結
果
は
、
自
民
党

の
「
歴
史
的
な
大
勝
」
と
な

り
、
衆
・
参
の
「
ね
じ
れ
」

も
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
「き
め
ら
れ
な
い
政
治
」

か
ら
脱
却
し
、
円
滑
か
つ
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
国
会
運
営
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
�
月
に
は
臨
時
国
会
が
召

集
さ
れ
ま
す
。
平
成
�
年
度

税
制
改
正
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
前
倒
し
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
税
理
士
法
改
正
が
レ

ー
ル
に
乗
る
か
否
か
は
年
末

に
発
表
さ
れ
る
与
党
大
綱
を

待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
実
質
�
月
か
ら
の
２
カ
月

間
が
勝
負
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
我
々
に
与
え
ら
れ

た
時
間
の
猶
予
は
全
く
と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど
な
い
の
で

す
。
改
正
税
理
士
法
案
を
国

会
審
議
の
レ
ー
ル
に
乗
せ
る

た
め
の
最
大
の
関
門
は
公
認

会
計
士
協
会
と
の
意
見
調
整

で
あ
り
ま
す
。

　
自
民
党
内
の
調
整
に
つ
い

て
は
、
議
員
連
盟
に
お
け
る

検
討
作
業
も
必
要
で
し
ょ

う
。

　
本
連
盟
は
、
８
月
７
日
に

東
京
都
選
出
を
中
心
と
し
た

衆
・
参
国
会
議
員
に
対
し

「
第
一
波
」
の
陳
情
を
実
施

し
ま
し
た
。
臨
時
国
会
が
始

ま
れ
ば
、
「
第
二
波
」
「
第

三
波
」
と
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
い

つ
つ
実
施
し
、
実

現
を
勝
ち
取
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
日
税
連
・
日
税
政
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

で
、
関
係
方
面
と
緊
密
な
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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石
原
環
境
大
臣
を
囲
ん
で

　
〝
税
政
連
活
動
〟
は
、
情
熱
以
外
の
何
モ
ノ
で
も
な
い
。８
月
７
日
に
一
斉
陳
情
を
行
っ
た
際
、

と
あ
る
議
員
は
、「陳
情
を
受
け
る
側
の
私
た
ち
も
、
情
に
絆
さ
れ
る
。
ど
う
し
て
も
改
正
し
た
い

と
い
う
必
死
さ
、
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
る
か
は
と
て
も
重
要
」
と
漏
ら
し
た
。
�
月
召
集
の
臨
時

国
会
へ
の
産
業
競
争
力
強
化
法
案
（
仮
称
）
の
提
出
に
向
け
て
、
税
制
改
正
の
議
論
は
本
格
化
す

る
。
年
末
の
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
向
け
、限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
熱
い
運
動
が
、今
、始
ま
る
。

２面　　�年度税制改正要望決定
３面　　当面の問題シリーズ�５

　　　　税は誰のものか？
４面～６面
　　　　第�回定期大会　議案

　
本
連
盟
は
８
月
�
日
、
日
本

青
年
館
に
お
い
て
第
２
回
総
務

会
を
開
催
し
た
。
９
月
�
日
開

催
の
第
�
回
定
期
大
会
に
提
案

す
る
７
議
案
の
審
議
等
を
行
っ

た
。

　
平
成
�
年
度
の
一
年
間
の
活

動
を
振
り
返
る
と
、
税
理
士
法

改
正
に
関
す
る
か
ず
か
ず
の
対

応
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

　
昨
年
末
の
衆
議
院
解
散
・
総

選
挙
を
経
て
自
民
党
政
権
の
復

権
。
年
末
の
�
月
�
日
に
東
京

税
理
士
会
と
と
も
に
「
税
理
士

法
改
正
運
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
・
東
京
本
部
」
を
編
成
し

た
。
１
月
�
日
の
平
成
�
年
度

税
制
改
正
大
綱
の
公
表
ま
で
粘

り
強
い
陳
情
活
動
を
続
け
た
も

の
の
、
与
党
大
綱
の
検
討
事
項

へ
の
記
載
の
み
と
な
り
、
政
府

大
綱
か
ら
は
抜
け
落
ち
る
結
果

で
あ
っ
た
。
　

　
今
年
度
の
運
動
方
針
の
中
で

も
や
は
り
税
理
士
法
改
正
は
最

重
要
事
項
で
あ
る
。
ま
た
、
来

春
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
増

税
へ
の
対
応
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉

内
容
の
注
視
等
わ
れ
わ
れ
税
政

連
の
懸
案
事
項
は
多
岐
に
わ
た

る
。

　
総
務
会
に
提
案
し
た
７
議
案

等
は
す
べ
て
賛
成
多
数
で
承
認

可
決
さ
れ
た
。

　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
ま
た
、
総
務
会
終
了
後
、
同

会
場
に
お
い
て
単
位
税
政
連
会

長
・
幹
事
長
会
議
を
開
催
し

た
。
役
員
改
選
に
伴
い
、
約
半

数
が
新
役
員
の
出
席
と
な
っ

た
。参

院
選
本
連
盟
推
薦

候
補
者
の
選
挙
結
果

　
自
民
党
の
歴
史
的
な
圧
勝
と

な
っ
た
第
�
回
参
議
院
通
常
選

挙
（
７
月
４
日
公
示
・
７
月
�

日
投
開
票
）
は
、
本
連
盟
推
薦

候
補
者
�
名
中
５
名
（
東
京
選

挙
区
５
名
中
３
名
当
選
・
全
国

比
例
区
８
名
中
２
名
当
選
）
の

当
選
で
幕
を
閉
じ
た
。
選
挙
結

果
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
。

◎
＝
当
選
、
無
印
＝
落
選

【
東
京
都
選
挙
区
】

◎
丸
川
珠
代
（
自
民
）

１
０
６
万
４
６
６
０
票

◎
山
口
那
津
男
（
公
明
）

７
９
万
７
８
１
１
票

◎
武
見
敬
三
（
自
民
）

６
１
万
２
３
８
８
票

　
鈴
木
寛
（
民
主
）

５
５
万
２
７
１
４
票

　
大
河
原
雅
子
（
無
所
属
）

２
３
万
６
９
５
３
票

【
全
国
比
例
区
】

◎
中
山
恭
子
（
維
新
）

３
０
万
６
３
４
１
票

◎
山
東
昭
子
（
自
民
）

２
０
万
５
７
７
９
票

　
園
田
修
光
（
自
民
）

６
万
５
８
４
０
票

　
円
よ
り
子
（
民
主
）

４
万
６
０
０
９
票

　
東
祥
三
（
生
活
）

３
万
３
１
４
６
票

　
五
十
嵐
文
彦
（
民
主
）

２
万
９
０
７
７
票

　
山
崎
泰
（
維
新
）

１
万
８
１
３
１
票

　
二
瓶
文
隆
（
維
新
）

７
６
３
７
票

山
崎
泰
氏
、
二
瓶
文
隆
氏
は
東

京
税
理
士
会
会
員

（
都
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
は

６
面
）

　
こ
こ
最
近
、
や
っ
と
消
費
税

増
税
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発

に
な
っ
て
き
た
▼
昨
年
８
月
、

い
わ
ゆ
る
「消
費
税
増
税
法
案
」

が
成
立
し
た
。
消
費
税
率
を
平

成
�
年
４
月
か
ら
８
％
に
、
平

成
�
年
�
月
か
ら
�
％
に
す
る

と
い
う
法
律
で
あ
る
。
こ
の
法

律
に
は
「
経
済
状
況
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
た
上
で
消
費
税
率

の
引
上
げ
の
停
止
を
含
め
所
要

の
措
置
を
講
ず
る
」と
い
う
「景

気
条
項
」
（
附
則
第
�
条
）
が

附
さ
れ
た
▼
こ
の
「景
気
条
項
」

を
め
ぐ
っ
て
、
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
▼
主
な
と
こ
ろ

で
は
、
①
予
定
通
り
増
税
す
る

案
、
②
増
税
時
期
を
延
期
す
る

案
、
③
毎
年
１
％
ず
つ
税
率
を

引
き
上
げ
る
案
、
④
平
成
�
年

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
を
７
％

と
す
る
案
等
が
あ
る
。
消
費
税

増
税
が
景
気
回
復
に
与
え
る
影

響
を
計
り
か
ね
て
い
る
と
い
う

印
象
が
強
い
。
最
終
的
に
は
９

月
に
出
さ
れ
る
経
済
指
標
を
基

に
政
府
が
判
断
す
る
が
、
で
き

る
だ
け
景
気
に
（
悪
）
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
に
早
期
に
結
論

を
出
し
て
欲
し
い
▼
ま
た
、
低

所
得
者
層
に
対
す
る
消
費
税
増

税
の
影
響
軽
減
措
置
に
つ
い
て

も
議
論
の
加
速
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
税
理
士
会

は
、
単
一
税
率
を
維
持
し
た
上

で
対
策
を
図
る
と
い
う
立
場
だ

が
、
与
党
サ
イ
ド
に
は
複
数
税

率
導
入
と
い
う
声
が
根
強
い
▼

い
ず
れ
に
せ
よ
、内
容
の
周
知
、

改
正
へ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
対
応

等
に
要
す
る
時
間
を
考
慮
す
れ

ば
、
来
年
４
月
か
ら
の
増
税
実

施
ま
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は
少

な
い
。

税
理
士
法
改
正
へ

一
斉
国
会
陳
情

　
本
連
盟
は
８
月
７
日
、
東
京

会
と
共
催
で
一
斉
国
会
陳
情
を

実
施
し
た
。

　
７
月
�
日
付
で
、
日
税
連
・

日
税
政
か
ら
税
理
士
法
改
正
の

た
め
の
Ｐ
Ｔ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
）
・
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
）等
を
利
用
し
て
、

陳
情
活
動
を
早
急
に
行
う
よ
う

に
と
要
請
が
あ
っ
た
。

　
特
に
、
今
年
度
は
税
制
改
正

に
関
し
て
政
治
日
程
が
早
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
当
日
は
、
東
京
会
か
ら
菅
納

副
会
長
、菊
池
法
対
策
委
員
長
、

濱
田
法
対
策
委
員
会
委
員
が
同

行
。

　
参
議
院
選
後
の
臨
時
国
会
の

会
期
中
で
慌
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
で
の
陳
情
で
は
あ
っ
た

が
、
面
会
が
か
な
っ
た
議
員
に

は
、
簡
潔
に
か
つ
熱
く
法
改
正

の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

＜
関
連
記
事
２
面
＞
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